


















































































































































































































































































































スウェーデン王立科学アカデミーが青色 LED を発明した 3 人の日本人物理学者にノーベル物理学
賞を授与したのは、2014 年のことである。黄と赤の LED 発光は、かなり容易にできていたが、青色
LED は長期間の試行錯誤で、ほとんど困難だと思われていた。それが日本人の工夫でできるように
なったのである。現在では、日本の各家庭用照明として活用されている。 
三菱電機は 2018 年 9 月 27 日に、青空のような自然光を室内照明で実現する「青空を模擬するライ
ティング技術」を開発したと発表した。薄型青空パネルとフレームを組み合わせた独自の照明構造を
とっているようである。窓のない部屋や地下など、閉鎖的な室内空間に適応して、光によって環境を
変える試みでもある。2018 年 10 月 16 日に開幕した「CEATEC JAPAN 2018」（幕張メッセ）に出
展されている。 
青のエコ・フィロソフィ――ネモフィラの斜面 
23 
類似した試みは、パナソニック系の会社でも手掛けられていた。照明は、光源の位置からの広がり
を使う。しかし空の青さには光源がない。どこから広がる光なのかがわからない。そのためには、光
源の「位置」が実質的に消えていかなければならない。照明から直接光がやってくるのではなく、な
んらかの素材に光を当てて、そこから散乱を強くして、散乱光が空間を満たすようにする。由来のな
い散乱が、青の広がりを作る。この場合、LED そのものではなく、散乱を増幅させる素材が決め手と
なる。 
仕組み自体は、背景光(バックライト)と同じである。いずれにしろ間接光である。光を当てたい場
所の反対方向に発光し、散乱性の強い素材で反射させて、一面の光の広がりを創り出す。眼に見える
のは、反射した散乱光だけなので、茫洋とした青が見える。 
三菱電機の製品では、フレーム部に LED 光源を内蔵し、パネル内部に導光させるエッジライト方
式を採用している。LED 光がパネル内部の光散乱体に当たることで、昼間に空が青く見える光の散
乱現象である「レイリー散乱」を発生させる。色の異なる LED 光源の発光量を時間的に変化させる
こともでき、おそらく朝焼けや夕焼けなどを再現することもできる。パネルの厚さを、薄型に抑えた
ところが技術的な改良である。夕焼けや朝焼けは、散乱の少ない投射光である。そのため光の量の少
ないごく短い時間帯に見える。 
こんなことができるようになると、地下鉄の天井やデパートの地下の空間は、各種アート系の照明
を設置できるようになる。夕暮れの時間帯には、オーロラを発生させることもできる。一日の半分は
夜なのだから、人工的な光の活用の仕方は膨大な展開可能性があると考えてよい。青の環境での活用
は、ほとんどが残された課題である。 
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